
   
太
宰
府
市
短
歌
ポ
ス
ト
第
七
十
二
期
入
選
歌 

（平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
） 

 

晴
着
着
て
草
履
で
渡
る
太
鼓
橋
手
取
り
足
取
り
上
が
って
下
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

（白
井 

道
義
） 

 

紅
萩
は
小
枝
に
そ
ろ
り
と
花
咲
か
せ
観
世
音
寺
の
秋
を
告
げ
た
り 

 
 

 
 

 
 

 

（山
本 

憲
一
） 

 

去
年
の
夏
友
が
願
った
我
が
合
格
今
年
は
私
が
願
う
番
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（吉
田 

幸
弘
） 

 

天
拝
山
の
月
こ
そ
か
か
れ
椿
花
山
峰
美
し
く
明
け
む
と
し
つ
つ  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（横
山 

美
恵
子
） 

 

子
等
遊
ぶ
政
庁
跡
に
秋
の
風
往
時
を
し
の
ぶ
礎
石
の
あ
ま
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

白
井 

道
義) 

 

い
に
し
え
の
西
の
は
ず
れ
の
戒
壇
に
訪
う
人
も
な
く
夏
の
風
た
つ  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（滝
沢 

健
） 

 

歌
碑
の
前
万
葉
人
の
麗
し
き
心
伝
わ
り
凛
と
佇
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（西
田 

省
三
） 

 

都
府
楼
の
礎
石
に
す
わ
り
雲
見
れ
ば
常
な
る
も
の
の
た
え
て
無
か
り
き 

 
 

 
 

 
 

(

折
山 

正
武) 


